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介護ロボット活用セミナー

開会

令和4年
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本日の流れ

16:05-16:25：介護ロボットプラットフォーム事業の紹介と生産性向上について
株式会社NTTデータ経営研究所 先端技術戦略ユニット

アソシエイトパートナー 足立 圭司様

16:25-16:45：新潟県相談窓口のパッケージモデル伴走支援の取り組み
新潟県福祉機器展示室介護ロボット相談窓口稲毛将人氏

16:45-17:00：質問お答えコーナー
事前に寄せられたご質問に、足立氏と稲毛氏がお答えします。

開催日時：令和5年2月15日（水）16:00～17:00

本日のセミナーに関するご意見ご質問は、アンケートにてお願いいたします。

セミナー終了後にチャットにてアンケートをご案内いたします。
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介護ロボットプラットフォーム事業の紹介と
生産性向上について

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所

先端技術戦略ユニット

HealthCare Implementation グループ

グループ長／アソシエイトパートナー 足立 圭司
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１．介護ロボット導入の意義
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導入と活用は大違い！？

導 入

補助金の執行率

介護ロボットの普及が進んでいる！

活 用

導入したけど、どう使えばよいのか・・・
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補助金の功罪

現場の課題を分析せず経営層が良かれと思って安易に”とりあえず導入”してしまい、結果として普及どころか”お蔵入り”のロ
ボットを増やし、ロボットに対する期待外れ感や抵抗感まで醸成してしまっているのが実態です。

経営層

職員

とりあえず補助金を申請しておいた
安く導入できるし、使ってみよう

介護は人がやるもんだ！
ロボットが介護できるわけない！

ただでさえ忙しいのに。。。
ロボット？ICT？私には無理！

かえって仕事が増えた
やっぱり使えない

ロボットがお蔵入りしてしまう・・・
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「かえって仕事が増えた」の正体：U字の法則
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介護ロボット・ICT活用の効果

◼利用者の動きを検知し、ア
ラームを鳴らす。

◼タブレットに居室内の
画像を映し出す。

介護ロボットの導入の効果の考え方

介護ロボット・
ICT活用の効果

介護ロボットの機能 オペレーション

◼どのような利用者に使うか・使わ
ないか

◼タブレットの充電管理ルール
◼アラームの音量は３
◼訪室ルール
寝返り→訪室なし
ベッドからのはみ出し
→後で訪室
ベッド上起居→急いで訪室

見守りロボット
の効果

＝ ×

＝ ×

〈見守りロボットを導入した例〉
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２．介護ロボットのパッケージ導入モデルについて
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介護ロボットのパッケージ導入モデル

10出典：厚生労働省「介護ロボットのパッケージ導入モデル～介護ロボット取組事例集～」
https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/000928398.pdf
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■ 現場の課題の見える化の一例：因果関係図作り

Step1 
課題の洗い出し

Step2
課題の全体像の把握

Step3 
介護ロボットで

解決する課題の特定

付箋や気づきシート※に施設全体の課題を洗い出し
ます。

課題（付箋）を原因→結果の順番に並べ矢印
でつないでいきます。

課題に対する打ち手を検討します。ただし、介護ロ

ボットの導入自体は解決策や特効薬になりませ
ん

現場の課題の見える化
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原 因 結 果 悪影響

人手不足

離職多

採用少

腰痛

家庭の事情

人間関係

募集しても
来ない

2人介助を
１人で

ムリな姿勢

面倒・時間
がかかる

業務の偏り

多忙・待て
ない

業務分担
不明確

３F西雰囲
気悪い

情報共有
不足

正しい移乗
知らない

自己流が
習慣化

ルール化さ
れていない

ミーティング
少ない

引継ぎ×
情報項目が
整理されてな

い

習得・復習
機会ない

教える人が
いない

外部研修の
補助出ない

普段のコミュニ
ケーション×

業務の属人
化

マニュアル見
ない

移乗介助
の負担増

利用者の
重症化

施設の評判
×

介護のイ
メージ悪い

マニュアル・手
順書ない

XXXX

残業

CSの低下

なぜなぜ分析

現場の課題の見える化
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風が吹く

盲人が増える

猫が減る

ねずみが増える

桶屋が儲かる

例）「風が吹けば桶屋が儲かる」道筋

土埃が目に入り・・・

盲人が三味線で
生計を立てるため・・・

天敵がいなくなり・・・

ねずみが桶をかじるので・・・

施設の課題を解決するための道筋（例）

見守りセンサーを導入する

タブレットから利用者の状態が分かる

無駄な訪室が減る

職員の負担が減る
利用者の睡眠を妨げない

職員の離職が減る

課題を踏まえた実行計画の策定

■ 課題解決に向けた道筋の設計の例
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改善活動の取組の一例

小さな改善と大きな改善 小さな改善（試行錯誤）の例

＜見守りセンサーの例＞
• 発報する際の音量の設定値が大きく、寝ている利用者を

起こしてしまう事がある

音量の設定値や設定方法をマニュアルに記載し、
周知した

• 部屋を掃除する際、職員が誤ってセンサーの電源を抜いてしまった

電源が抜けないようにセンサーの配線を工夫した

＜移乗支援ロボットの例＞
• 職員から装着が手間であると声がある

正しい装着方法とコツをまとめた説明書を作成し、
扱いに慣れると短時間で装着できる事を説明した

大きな改善は、小さな改善の積み重ねから生
まれます

■ 改善活動の例
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３．介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォームのご紹介
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介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム
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令和４年度介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム
-全国25拠点-
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相談窓口の取組 -概要-

各種相談への対応

介護ロボットの試用貸出

体験展示

研修会の開催

「相談窓口」機能では、主に介護現場からの介護ロボットに関する相談や、介護ロボットの試用貸出、
体験展示、さらに研修会の開催といった取組を行っています。
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お役立ち情報

サイト URL

開発企業向け助成金一覧 https://www.kaigo-pf.com/media/development_list.pdf

施設向け助成金一覧 https://www.kaigo-pf.com/media/facility_list.pdf

介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム事業HP https://www.kaigo-pf.com/

介護ロボットのニーズ・シーズマッチング支援事業 https://www.kaigo-ns-plat.com/

介護ロボットのPV集（YouTube） https://www.kaigo-pf.com/news/20210114.html

Healthcare ImplementationグループFacebook
※介護関連のお役立ち情報を発信しています

https://qr.quel.jp/url.php

https://www.kaigo-pf.com/media/development_list.pdf
https://www.kaigo-pf.com/media/facility_list.pdf
https://www.kaigo-pf.com/
https://www.kaigo-ns-plat.com/
https://www.kaigo-pf.com/news/20210114.html
https://qr.quel.jp/url.php
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新潟県福祉機器展示室 介護ロボット相談窓口
業務アドバイザー

稲毛 将人

1．介護ロボット導入パッケージモデル紹介
2．新潟窓口の伴走支援事例紹介
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③ 介護ロボットを導入したことのある方にお聞きしま

す。日々の業務に活用できていますか？

1.十分に活用できている。

2. 十分活用とは言えないが、使い続けている。

3. あまり活用できていない。

4.ほとんど使っていない。

その他
22

介護ロボットを導入後、日々の業務に活用できていますか？

十分活用できている 10％

十分活用とはいえないが
使い続けている
57％

あまり活用できていない
14％

ほとんど使っていない
10％

その他 10％

※新潟窓口介護ロボットアンケートより

せっかく導入したのに、その効果の実感が低い？

介護ロボットを導入している施設では…
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介護ロボットの導入パッケージモデルは、

業務改善・生産性向上を、

計画・実行・評価・修正まで一連の『手順』に沿って行うモデル。

その原因は…

「とりあえず導入！」 → 「とりあえず使ってみた」 → 「向上？よくわからない…」

事前に具体的な計画が必要

どんな問題があるか ➡ その原因 ➡ 解決の打ち手 ➡ 求める結果(KPI)

➡適切な機器の選択 ➡ 現場の運用 ➡ 正しい評価（KPI）
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伴走支援とは、パッケージモデルの推進を

チームメンバーとしてサポートし

成果に向けた活動を『支援』する活動です。

とはいえ…

「計画の立て方やKPI設定のノウハウがない」

「通常業務で手一杯、新たな取り組みがしづらい」

業務改善や生産性向上の必要性は認識しているが、
新しい取り組みや、会議・書類作成などに対する抵抗感がある。

「具体的に何をすればよいのか分からない」
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パッケージモデルの伴走支援 手順

介護
事業者様
（施設）

介護ロボット
相談窓口

機器/
サービス
事業者

相談/説明

現状課題の
ヒアリング

業務分析・レポート

STEP１
準備

STEP２
課題の確認

チーム
ワークショップ

開催

課題の
可視化

STEP３
実行計画

現場の
オペレーション

計画

評価基準の
設定

最適な
機器の

検討・提案

STEP４
改善活動

実践/計測

機器提供

教育・運用
支援

新潟業務アドバイザーの
強みポイント

機器の実務・勉強会実績

STEP５
振り返り

STEP６
計画見直し

検証
報告会

次の
ステップへ

機器の
組合せや
使い方検討

業務分析・レポート

P D C A
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新潟相談窓口の

パッケージモデル「伴走支援」

事例
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●プロジェクトチームを結成、課題設定ミーティングの実施
●アンケートの内容を付箋化し「因果関係図」を作成

新潟窓口 伴走支援施設事例 ＜STEP1-2＞

STEP１
準備

STEP２
課題の確認

本来は時間を掛けたい
ケア業務

ケアの業務タスクが多い

ケア以外の業務タスクが多
い

ケアの身体負担が大きい
PC入力作業で業務が
停滞する、オーバーする

対応する技術や経験の水準
が一定ではない

やり方・ルール・書式に
改善の余地がある

利用者の状態に合わせた
適切な介助ができなくなる

本来のケアをする時間が
足りない

難度の高い状態の利用者が
いる

必要だが、ケア業務を
圧迫するのは避けたい

職員の負担が蓄積して
休職・離職に繋がりやすい

問題 原因 悪影響

対処するポイント
具体的な取り組みへ

因果関係図（例）

【因果関係図】
問題点から、その原因を

「なぜ？なぜ？」でさかのぼり
最終的な悪影響までの
連鎖を図式化する。

※実際のアンケート回答のため
文字は見えないよう加工しています。
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13室✕平均3.5人→50人と
した場合

夜間の訪室 視察

訪室理由 定期訪室 コール訪室 自主訪室 その他業務

時刻 時間 時間 件数 時間 件数 時間 件数

22：00 30 5 1 30 1

23：00 10 1 10 1 10 1

24：00 5 1 5 5 2 30 3

01：00 30 5 5 10 3

02：00 15 1 5 1 15 1

03：00 5 10 2 60 2

04：00 30 20 1 10 1

排泄体位変換

不穏 看取り ・・・

時刻（タイミング）を
変える

時間（長さ）を変える特にケアが必要な人に
集中したい

コールが重なったとき
優先判断に困る

後処理

記録

問題

コールに対してすぐに
返答できない

集中している時間帯を
分散させる

・＊＊の回数を減らす
・時間帯当たりの回数を減らす
・1回当たりの時間を減らす

どの“数値”を下げるのが有効か？回数？時間？
総回数？時間当たりの回数？訪室理由毎の回数？

分散している業務を集
中させる

解決案 KPI

１件当たりの時間が長い
どのような作業？
時間短縮は可能？

この時間帯に重複すること
が多いのはなぜ？
分散することは可能？

自主訪室の理由、どんな作業
をしている？
回数を減らすことは可能？

短縮、分散、集約など
可能？

STEP３
実行計画

●問題点はどこにあり、どんな数値で表れている？

ダミー例

どこに問題があり
どの数値を改善するのが

効果的か？

新潟窓口 伴走支援施設事例 ＜STEP3＞

総回数？時間当たり回数？
訪室理由ごとの回数？

1回当たりの時間？
→KPI設定

テーマ：夜間の見守り業務
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2月1日

時刻 訪室理由 分 コメント コール理由 件数 分 コメント 訪室理由 分 コメント 業務内容 分 コメント

18:00

19:00

20:00

21:00

22:00

23:00

0:00

1:00

2:00

3:00

4:00

5:00

6:00

7:00

8:00

9:00

10:00

定期訪室 コール訪室 自主訪室 その他業務

介護ロボットを
導入すると

どこの数値＝負担が
減るか？

求める結果
改善・生産性向上が
明確に判別できる

●「夜間訪室記録表」を作成、分析できる記録を残す。
●問題点や効果を数値で計測し判断する。

STEP４
改善活動

できるだけ現場の負担に
ならないよう、項目はシンプルに

新潟窓口 伴走支援施設事例 ＜STEP4＞
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事前にいただいた質問にお答えします。

介護ロボット
質問お答えコーナー
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移乗支援の装着型を試用しましたが、1つの動作に特化し

次の動作時には職員の体に負担になってしまう状況で、

当施設では実用的ではありませんでした。

他の施設で実際に使用し現場の方から高評価の移乗機器

がありましたら、教えていただきたいです。

群馬県 特別養護老人ホームの方からご質問

質問：1
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「移乗」をサポートする介護ロボット

●マッスルスーツ エブリィ

●J-PAS fleairy

(ジェイパス フレアリー）

●Darwing Hakobelude

（ダーウィン ハコベルデ）

●移乗サポートロボット Hug
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介護ロボット個々の機能や効果は理解できます。 しかし、実際

に導入運用していく際に機器やソフトとの連動性や連携や相性

等も課題となってしまうようです。特に受信端末を一元化できな

いと複数台を所持して業務にあたる事になってしまう。

介護ロボット全般をパッケージで考えることも必要に感じておりま

すが、パッケージで事例紹介していただく事はいかがでしょうか？

新潟県 福祉法人本部の方からご質問

質問：2
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施設入居者の夜間の状態について、見守り、見回りをフォローし

てくれるシステムについて導入できないか検討しています。

どのようなものがあるか？

概要と費用と助成金等の情報が知りたい。

群馬県 サービス付き高齢者向け住宅の方からご質問

質問：3
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●aams （アアムス）

「見守り」をサポートする介護ロボット

●みてるもんV2

群馬県 令和4年度介護ロボット等
導入支援事業について

※10/3 募集締切

https://www.pref.gunma.jp/site/kaigojinzai/2301.html

補助金情報

https://www.pref.gunma.jp/site/kaigojinzai/2301.html
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今後、国や自治体による介護ロボット導入についての支援制度

はあるのでしょうか。

新潟県 特別養護老人ホームの方からご質問

質問：4
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介護ロボットの種類はどのようなものがありますか？ 導入された施設の実績は？ 介護ロボッ
トのモニター（貸出）等はありますか？ 試用してみて生産性の向上があれば導入もありかと
考えております。 宜しくお願い致します。

新潟県 介護老人保健施設の方からご質問

質問：5（セミナーで発表できなかったご質問と回答）

介護ロボットの種類には大きく分けて移乗支援・移動支援・排泄支援・見守り/コミュニケー
ション・入浴支援・介護業務支援の6つの分類があります。(※)
主に見守りや移乗支援の人気が高いようです。事例は今後セミナーやHPでの情報発信を予定
しています。
試用（モニター）貸出は新潟介護ロボット相談窓口HPにて随時お申込みできます。事前にど
のような目的かをお聞かせいただいた方がより適切な機器の選択ができますので、ぜひ一度詳
しい状況をお聞かせください。（お問合せをいただいたので、後日こちらからご連絡します）

※ 厚生労働省 介護ロボットの試用貸出リスト

https://www.techno-aids.or.jp/robot/file04/2022rentallist.pdf

回答：新潟相談窓口 業務アドバイザー 稲毛
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テクノロジーやICTに限らず新しいことを始めるときは抵抗感があることも多いと思います。
特に年配の職員は苦手に感じる方も多いと感じますが、職場で導入していくにあたり、職員が
抵抗感少なく受け入れられるようにするうえでの工夫やポイントについてお聞かせください。
また、どのようなものが自分の職場に適しているか、あるいは優先順位を検討するうえでのポ
イントについてご教示ください。

新潟県 特別養護老人ホームの方からご質問

質問：6（セミナーで発表できなかったご質問と回答）

どの職場でも起き得る悩ましい問題ですね。アンケートで職員からの意見を吸い上げるという
のもひとつの方法です。職員からの意見をもとに問題点と目的を明確にし共有するという形が
おすすめです。「介護ロボットのパッケージ導入モデル」には、その手順や事例が詳しく記さ
れているので参考にしてください。（※）
職場に適した機器の検討は、第三者(メーカーや他の施設)の情報を参考にするのが一般的です
が、新潟相談窓口では様々なメーカーの機器の特徴を客観的に比較検討しご案内できます。
どうぞお気軽にご相談ください。

※介護ロボットのパッケージ導入モデル

https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/000928398.pdf

回答：新潟相談窓口 業務アドバイザー 稲毛
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専門職と現場職員で必要性について意見が異なることがあり、スムーズに導入できない。

新潟県 特別養護老人ホームの方からご質問

質問：7（セミナーで発表できなかったご質問と回答）

これはまさに「介護ロボットのパッケージ導入モデル」(※)を活用していただきたいケースです。
様々な立場の方が目的と求める効果を共有するところから始めて、現場のオペレーションまで
一貫して計画を立てることが重要です。
とはいえ、”いつものメンバー”が集まると議論も煮詰まってしまいがち…ということが多いか
もしれません。「伴走支援」は第三者（相談窓口業務アドバイザー）が入ることで客観的な意
見や具体的な手順をもとに進めることができる手法です。
遠隔地の方とはなかなか頻繁な面談はできませんが、今後はリモートミーティングなどの体制
も準備する予定です。

回答：新潟相談窓口 業務アドバイザー 稲毛

※介護ロボットのパッケージ導入モデル

https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/000928398.pdf
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機械は職員への操作を周知するのが大変、マッスルスーツや移動式リフトは装着に手間がかか
り、結局職員が移乗した方が早いという意見を耳にするが、最新の情報は？

群馬県 特別養護老人ホームの方からご質問

質問：8（セミナーで発表できなかったご質問と回答）

確かに「介護ロボット」という道具だけが解決方法にはなりません。実際の現場の状況や、
職員の技術、熟練度によっては「人がやる方が早い」という結論になるかもしれません。
ただ、いつまでもその状態が続くと職員の負担（肉体的、精神的）が蓄積してしまいます。
そうなると最悪の場合離職にもつながってしまい、結果として生産性は下がってしまうことに。
介護ロボや福祉用具は日々進歩していますが、新しいものが適切とは限りません。介助の場面
や利用者様の状態に合わせて機器や道具を使い分けることと、使い方の学習に時間を掛けるこ
とをおすすめしています。それが将来の生産性向上につながります。
施設によってはメーカーからの情報提供やデモ説明が頻繁にできないところもあります。
どのような情報が必要かご要望をいただければ、今後の情報発信の参考にいたしますので
ぜひ教えてください。

回答：新潟相談窓口 業務アドバイザー 稲毛
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ご相談・実際に見てみたい・試用してみたい

ご相談、お問合せはこちら

サイトURL： https://carerobo-pf.jp/

●セミナーなどお知らせ

●試用貸出申し込み
※フェイスシートに入力ください

●体験展示、お問合せ

●お問合せ窓口
※フォームに入力ください

検索ワード：新潟介護ロボット相談窓口

https://carerobo-pf.jp/
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本日はご清聴いただき

誠にありがとうございました。
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